
絵本の⼒ 河合 隼雄 
 

要約 
 本書は臨床⼼理学者の河合隼雄(かわいはやお、絵本編集者の松居直(まついただし、ノ
ンフィクション作家の柳⽥邦男がセミナーで講演、討論した内容を収めたものとなってお
り、著者それぞれの経験、視点をもとに、三者それぞれの絵本についての考えや想いが記
されている。彼らは絵本を⼦どもだけのための書物としてではなく、⼤⼈にも深い影響を
あたえうる、絵と⽂字による新しいメディアとしてとらえている。また、本書は絵本⼊⾨
としても読むことができ、絵本がどのように現代の⼈間の⽣き⽅に深く関わっているかを
考える楽しい本となっている。 
 
感想 
 本書では、様々な絵本が紹介されていた。その際、絵本の表現の豊かさに気付かされ
た。特に、『ミヨちゃん』という震災で⾟い過去を持ってしまったミヨちゃんという⼥の
⼦の⼼情を表した絵本が紹介されていたところが印象に残った。そして、あえて⽂字を使
わず絵で⼼情を表現することや、短い台詞で読み⼿に考えさせる⼯夫が紹介されていた。 
⼤⼈になるにつれて絵本を読まなくなっていき、朗読会や読み聞かせの場に⾜を運んで

みようと思った。 
 

 

 


